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令和8年度  進度表

1.日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動とさまざまなエネルギーへの関心を高める。
2.目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を育てる。
3.物理学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。

４．上記の１を中心として、２、３を加味して、総合的に年間の評価を行う。

物理的な事物・現象に関する基礎的な知識及び基本的な概念や原理・法則を深く，系統的に理解できる。
自然の事物・現象について観察を行い、普遍的な法則を見つけることができる。また、その結果に至った思考の経緯を説明することができる。

物理的な事物・現象に対して興味を持ち、目的意識を持って授業や実験、観察に取り組むことができる。

１．定期考査で「思考・判断・表現」、「知識・技能」を評価する。

主体的に取り組む態度

教科書
著者

発行所

改訂版 物理基礎
河本敏郎ほか12名

数研出版

使用教材・発行所

改訂版リードα　物理基礎・物理　数研出版

２．課題の提出状況や取り組み方で「主体的に学習に取り組む態度」を、授業中の質疑、応答、発表等で「思考・判断・表現」「知識・技能」を評価する。
３．実験への取り組み方やレポート等で「主体的に学習に取り組む態度」「知識・技能」を評価する。

担当者氏名

髙橋　富士子

知識・技能
思考・判断・表現

学習内容

第1章　運動の表し方

第2章　運動の法則

第３章　仕事と力学的エネルギー

第1章　熱とエネルギー

第４編
電気

単元

第１編
運動とエネルギー

第1章　波の性質

第2章　音

第2編
熱

第３編
波

第５編
物理学と社会

第１章　物質と電気抵抗

第2章 磁場と交流

第1章　エネルギーの利用

物理学が拓く世界

教科

理科

科目

物理基礎

指導の重点

評価の観点

学習の評価

実施


